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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第26期

第１四半期連結
累計期間

第27期
第１四半期連結
累計期間

第26期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 2,099,037 1,708,551 8,910,574

経常利益又は経常損失（△） （千円） △72,998 △50,396 34,828

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △44,754 △43,632 16,773

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △44,754 △43,632 16,773

純資産額 （千円） 2,515,074 2,532,970 2,576,602

総資産額 （千円） 9,406,307 9,024,118 9,183,368

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △3.10 △3.02 1.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 26.7 28.1 28.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第26期については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。第26期第１四半期連結累計期間及び第27期第１四半期連結累計期間については、１

株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失又は親会社株主に帰属

する当期純利益」としております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社　オートウェーブ(E03355)

四半期報告書

 2/14



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項につきましては、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもの

であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）におけるわが国経済は、政府の経済

政策の効果もあり、雇用情勢・企業収益の改善がみられ景気は緩やかな回復基調で推移したものの、個人消費にお

きましては、消費増税後の個人消費の回復ペースの鈍さなどの不安要因もあり、先行きについては不透明な状況が

続いております。

　当カー用品業界におきましては、メンテナンスサービスとタイヤ交換などの消耗品が堅調に推移したものの、新

車及び中古車販売の減少等による市場縮小傾向が依然として継続しており、厳しい状況となりました。

　そのような中、当社グループでは、「中期経営計画2014」をさらに発展させ、新たに「平成28年３月期計画」を

策定し、収益性と経営効率の向上、並びに経営基盤の確立を目指して、地元千葉県内における競争環境に合わせ、

きめ細かな集客施策とピットサービスの提供を行ない顧客満足度の向上に取り組んでおります。

　売上高につきましては、前年度に収益体質の強化を目的とした４店舗の閉鎖による減少を含め、前年同四半期比

18.6％の減収となりましたが、既存７店舗ではタイヤ、モータースポーツ、車検事業が前期実績を上回り堅調に推

移し、既存店前年同四半期比2.5％の増収となりました。売上総利益額につきましては、４店舗の閉鎖による減少を

受け、前年同四半期比22.1％の減益となりましたが、既存７店舗ではモータースポーツ、車検事業が売上とともに

堅調に推移し、既存店前年同四半期比ではテナント賃貸原価の増加があったものの、前年同水準で推移いたしまし

た。

　以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は1,708百万円（前年同四半期比18.6％

減）、営業損失は61百万円（前年同四半期は営業損失86百万円）、経常損失は50百万円（前年同四半期は経常損失

72百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は43百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失

44百万円）となりました。

 

（２）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は9,024百万円と、前連結会計年度比159百万円(1.7％)の減少となりまし

た。負債は6,491百万円となり前連結会計年度末比115百万円（1.7％）の減少、純資産は2,532百万円で、前連結会

計年度末比43百万円（1.7％）の減少となりました。この結果、自己資本比率は28.1％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　カー用品業界におきましては、カーユーザーの消費節約志向や若者のクルマ離れなど、引き続き市場縮小傾向が

続くものと思われます。

　その様な厳しい事業環境の中、当社グループでは「中期経営計画2014」をさらに発展させ、新たに「平成28年３

月期計画」を策定し、経営基盤の強化に取り組んでまいりたいと考えております。

　収益性の向上については、車検・整備、板金・塗装といったメンテナンスサービスと、タイヤ交換などの消耗品

の提供を更に注力することで、売上総利益率を改善して収益性の向上を目指します。また、地元千葉県内における

競争環境に合わせ、きめ細かな集客施策とピットサービスの提供を行ない、顧客満足度の向上を図ってまいりま

す。

　また、引き続き経費削減を徹底するとともに、在庫管理の徹底とロスの防止、並びに、保有資産の有効活用を

図ってまいります。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　オートウェーブ(E03355)

四半期報告書

 3/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,600,000

計 39,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,451,000 14,451,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 14,451,000 14,451,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 14,451,000 － 1,451,175 － 1,611,819

（注）平成27年６月26日開催の第26回定時株主総会で「資本金の額の減少の件」及び「利益準備金の額の減少並びに

剰余金の処分の件」について承認可決され、平成27年７月30日にその効力が発生しております。

これにより資本金の額が1,351,175千円減少し、資本金残高は100,000千円となっております。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,449,900 144,499 －

単元未満株式 普通株式　　　　900 － －

発行済株式総数 　　　14,451,000 － －

総株主の議決権 － 144,499 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権の数3個)含まれておりま

す。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社オートウェーブ
千葉市稲毛区宮野木町

1850番地
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 495,849 936,938

受取手形及び売掛金 239,033 214,685

商品及び製品 761,643 785,648

その他 701,910 242,316

貸倒引当金 △3,418 △4,032

流動資産合計 2,195,018 2,175,556

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,633,697 4,626,825

減価償却累計額 △2,007,541 △2,033,375

建物（純額） 2,626,156 2,593,450

土地 2,512,186 2,512,186

その他 1,208,944 1,208,095

減価償却累計額 △1,000,902 △1,003,844

その他（純額） 208,041 204,251

有形固定資産合計 5,346,384 5,309,888

無形固定資産 37,503 36,612

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,491,483 1,391,248

その他 160,495 139,514

貸倒引当金 △47,517 △28,702

投資その他の資産合計 1,604,461 1,502,061

固定資産合計 6,988,350 6,848,562

資産合計 9,183,368 9,024,118

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 295,515 291,121

1年内返済予定の長期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 6,775 2,668

賞与引当金 4,490 6,710

ポイント引当金 9,511 8,764

資産除去債務 12,555 36,664

その他 469,181 392,023

流動負債合計 848,028 787,952

固定負債   

長期借入金 4,223,121 4,223,121

長期預り敷金保証金 998,717 981,069

資産除去債務 377,773 343,781

その他 159,124 155,224

固定負債合計 5,758,736 5,703,196

負債合計 6,606,765 6,491,148
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,451,175 1,451,175

資本剰余金 1,611,819 1,611,819

利益剰余金 △486,235 △529,868

自己株式 △155 △155

株主資本合計 2,576,602 2,532,970

純資産合計 2,576,602 2,532,970

負債純資産合計 9,183,368 9,024,118
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 2,099,037 1,708,551

売上原価 1,396,012 1,161,049

売上総利益 703,024 547,502

販売費及び一般管理費 789,434 609,353

営業損失（△） △86,410 △61,850

営業外収益   

受取手数料 25,616 23,486

廃棄物リサイクル収入 8,297 8,014

その他 5,805 4,949

営業外収益合計 39,719 36,450

営業外費用   

支払利息 25,986 24,338

その他 322 658

営業外費用合計 26,308 24,996

経常損失（△） △72,998 △50,396

税金等調整前四半期純損失（△） △72,998 △50,396

法人税、住民税及び事業税 2,121 1,697

法人税等調整額 △30,365 △8,461

法人税等合計 △28,244 △6,764

四半期純損失（△） △44,754 △43,632

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △44,754 △43,632
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △44,754 △43,632

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 △44,754 △43,632

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △44,754 △43,632

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 50,293千円 46,556千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

　当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載を省略

しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

　当社グループは店舗ごとを基礎とした「自動車用品販売等事業」の単一セグメントであるため記載を省略

しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3円10銭 △3円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△44,754 △43,632

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）
△44,754 △43,632

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,450 14,450

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　当社は、平成27年6月10日開催の取締役会において、平成27年６月26日開催の第26回定時株主総会に、「資本金の額の

減少の件」及び「利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件」を付議することを決議し、当該株主総会において承

認可決され、平成27年７月30日に効力が発生しております。

 

(1)資本金の額の減少及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

　資本金の額を減少し、その他資本剰余金へ振り替えると同時に、繰越損失を解消することにより、財務体質の健全

化を図るためのものです。

(2)資本金の額の減少の内容

①減少する資本金の額

平成27年３月31日現在の資本金の額1,451,175,000円を1,351,175,000円減少し、100,000,000円といたします。

②資本金の減少の方法

　発行済株式総数の変更は行わず、資本金の額のみを減少し、資本金の減少額1,351,175,000円はその他資本剰余金へ

振り替えいたします。

(3)利益準備金の額の減少の内容

①減少する利益準備金の額

利益準備金　　16,387,218円

②増加する繰越利益剰余金の額

繰越利益剰余金　　16,387,218円

(4)剰余金の処分の内容

①減少する剰余金の額

その他資本剰余金　457,116,865円

②増加する剰余金の額

繰越利益剰余金　　457,116,865円

(5)その他

　本件は「純資産の部」における振り替えとなりますので、当社の純資産額に変動はありません。また、本件が損益

に与える影響はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月14日

株式会社オートウェーブ

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 金井　匡志　印

 

 業務執行社員  公認会計士 宮島　章　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オート

ウェーブの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日

から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オートウェーブ及び連結子会社の平成27年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。
 
強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は「資本金の額の減少の件」及び「利益準備金の額の減少並びに剰余

金の処分の件」について平成27年6月26日開催の定時株主総会で承認可決され、平成27年7月30日に効力が発生してい

る。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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